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１                              問題のページへ 
(1) ))(()( ba --= xxxf に対し, 次の区間における )( xf の最大値 M を考えると,  

a≦≦x0 における最大値は, =M ab=)0(f  

ba ≦≦x における最大値は,  

=M ( )
4

)(
222

2abbaabba -=-×-=+f  

2≦≦xb における最大値は,  

=M )2)(2()2( ba --=f  

これより, 0≦x≦2において, Mx =)(f となる xがちょうど 3つある条件は,  

4
)( 2abab -= ………①, )2)(2( baab --= ………② 

①より, 06 22 =+- baba , 08)( 2 =-+ abba ………③ 

②より, 0224 =-- ba , 2=+ ba ………④ 

③④から
2
1=ab ………⑤ 

④⑤より, a , b は 2 次方程式 0
2
122 =+- tt の 2 つの解より, 

2
22 ±=t であ

り, 0＜a ＜ b ＜2から,  

2
22 -=a , 

2
22 +=b , 

2
1== abM  

(2) 0)( =-mxxf が異なる 3 つの解をもつ条件は , )( xy f= のグラフと直線

mxy = が異なる 3つの共有点をもつことである。 

まず, ba ≦≦x において, ④⑤より,  

2
12)())(()( 22 -+-=-++-=---= xxxxxxx abbabaf  

そこで, )( xy f= と mxy = の共有点の条件は,  

mxxx =-+-
2
122 , 0

2
1)2(2 =+-+ xmx  

重解をもつことより, 02)2( 2 =--= mD となり, 

右図から, 22 -=m  

また, 直線 mxy = が点 ( )
2
1,2 を通るとき, 

4
1=m

である。 

よって, 求めるmの範囲は, 右図より, 22
4
1 -＜＜m である。 

 

［解 説］ 

絶対値つきの関数を題材にした文系風の頻出問題です。 
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２                              問題のページへ 

(1) nn da = , nn cb = を数学的帰納法によって示す。 

(i)  1=n のとき 

211 == da , 111 == cb より, 成立する。 

(ii) kn = のとき 

kk da = , kk cb = と仮定すると,  

÷
ø

ö
ç
è

æ
++
++

=÷
ø

ö
ç
è

æ
÷
ø

ö
ç
è

æ==+

kkkk

kkkk

kk

kkkk

abab

baba

ab

ba
AAA

22

22

21

121  

よって, 11 ++ = kk da , 11 ++ = kk cb となり, 1+= kn のときも成立する。 

(i)(ii)より, nn da = , nn cb = である。 

(2) ÷
ø

ö
ç
è

æ
÷
ø

ö
ç
è

æ
++
++

== ++

21

12

22

2212

nnnn

nnnnnn

abab

baba
AAA より,  

)22(2452)2(22 nnnnnnnnnn baabababaa ++=+=+++=+  

これより, na と 2+na の偶奇は一致する。 

すると, 21 =a , 52 222 =+= baa であることから, 帰納的に, n が奇数ならば na

は偶数, また nが偶数ならば na は奇数となる。 

 

［解 説］ 

(2)は簡略に記しましたが, 数学的帰納法の証明スタイルでも構いません。 
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３                              問題のページへ 

(1) 
12

3)(
2

2

+
=

x
xxf に対して, 

2222

22

)12(
6

)12(
43)12(6)(

+
=

+
×-+=¢

x
x

x
xxxxxf  

0＜x＜1のとき, 0)( ＞xf ¢ から, )( xf は単調に増加する。 

すると, 0)0( =f , 1)1( =f から, 0＜ )( xf ＜1である。 

(2) 0)( =- xxf から, x
x

x =
+12

3
2

2
となり,  

032 23 =+- xxx , 0)12)(1( =-- xxx  

よって, 
2
1,1,0=x  

(3) 
42

222

)12(
4)12(26)12(6)(

+
×+×-+=¢¢

x
xxxxxf  

 
32

2

)12(
)16(6

+
--=

x
x  

これより, 0＜x＜1における )( xy f= のグラフの概

形は右図のようになる。 

(i)  
2
10 ＜＜a のとき 

まず , a=1a であり , また a≦＜ ka0 とすると , 

)(1 kk aa f=+ なので, グラフから a＜＜ 10 +ka となる。 

これより, 帰納的に a≦＜ na0 である。 

さて, 
2
10 ≦≦x において, 

12
3)(
2 +

=
x

xxg とおく。  

22

2

22

2

)12(
)12(3

)12(
43)12(3)(

+
--=

+
×-+=¢

x
x

x
xxxxg  

すると, xxx ×= )()( gf であり, 
2
10 ＜＜a より,  

nnnn aaaa ××=+ )()(1 agg ≦  

よって, { } 1)(0 -n
na aa g≦＜  

1)(0 ＜＜ ag より, n→∞のとき{ } 0)( 1 ®-nag となり, 0lim =
¥®

n
n

a である。 

(ii) 
2
1=a のとき 

2
1

1 =a であり, (2)より, 
2
1

32 ==== naaa L となる。 

よって, 
2
1lim =

¥®
n

n
a である。 

(iii) 1
2
1 ＜＜a のとき 

まず, a=1a であり, また 1＜≦ kaa とすると, )(1 kk aa f=+ なので, グラフか

x 0 … 6
1  … 1 
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ら 11＜＜ +kaa となる。 

これより, 帰納的に 1＜≦ naa である。 

さて, 
12

3
2

2

1
+

=+
n

n
n

a
aa より,  

)1(
12

1
12

1
12

311
22

2

2

2

1 n
n

n

n

n

n

n
n a

a
a

a
a

a
aa -

+
+=

+
-=

+
-=- +  

ここで, 1
2
1 ≦≦x において, 

12
1)(

2 +
+=

x
xxh とおくと,  

22

2

22

2

)12(
)142(

)12(
4)1(12)(

+
-+-=

+
×+-+=¢

x
xx

x
xxxxh  

0)( =¢ xh の解は
4

62 ±-=x より, 1
2
1 ≦≦x における

)( xh の増減は右表のようになる。 

すると, 1
2
1 ＜＜a より, 1＜≦ naa において,  

)1)(()1)((1 1 nnnn ahaaha --=- + a≦  

よって, { } 1)()1(10 --- n
n ha aa≦＜  

1)(0 ＜＜ ah より, n→∞のとき{ } 0)( 1 ®-nh a となり, 0)1(lim =-
¥®

n
n

a すなわち

1lim =
¥®

n
n

a である。 

 

［解 説］ 

記憶は定かではありませんが, 漸化式で与えられた数列の極限値だけをグラフで予

測せよという乱暴な問題が 20 年以上も前にありました。その流れを汲むのが(3)の設

問で, 漸化式をグラフで解くという知識が必須です。 
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４                              問題のページへ 

(1) ),,(C rqp とおくと, 条件より 1222 =++ rqp  )0( ＞r ………① 

さて , q=Ð=Ð COBCOA , 1OCOBOA === であり , pa＜＜0 として, 

( )0,
2

sin,
2

cosOA aa= , ( )0,
2

sin,
2

cosOB aa -= となる。 

そこで, qcosOCOAOCOA =× より,  

qaa cos
2

sin
2

cos =+ qp ………② 

また, qcosOCOBOCOB =× より,  

qaa cos
2

sin
2

cos =- qp ………③ 

②③より, pa＜＜0 から, 0=q , 

2
cos
cos

a
q=p  

①より, 

2
cos

cos1
2

2

a
q-=r となり, ( )

2
cos

cos
1,0,

2
cos

cosC
2

2

a
q

a
q - である。 

(2) まず, 対称性より, ),0,(C rp に対し, ),0,(D rp - とおくことができる。 

さて, OA , OB , OC , ODの相異なる 2 つのベクトルのなす角がすべて等しい

という条件は, OAとOBのなす角がa から, aq = かつ a=ÐCOD と同値である。 

そこで, (1)より, 

2
cos
cos

a
a=p ………④ 

また, acosODOCODOC =× より, acos22 =- rp ………⑤ 

①より, 0=q なので, 122 =+ rp ………⑥ 

⑤⑥より, acos12 2 +=p となり, ④を代入すると, )cos1(
2

coscos2 22 aaa +×=  

22 )cos1(cos4 aa += , 01cos2cos3 2 =-- aa  

よって, 0)1cos)(1cos3( =-+ aa から, 
3
1cos -=a  )0( pa＜＜ となる。 

すると, 
3
1

2
cos1

2
cos2 =+= aa より, 

3
1

2
cos =a であり,  

3
3

3
1
3
1

-=
-

=p , 
3
6

3
11 =-=r , 

以上より, ( )
3
6,0,

3
3C - である。 

 

［解 説］ 

空間ベクトルを題材にした計算問題です。見かけよりは時間がかかります。 
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５                              問題のページへ 

(1) ò=
1

0
)()( dtteex tx ff に対し, ò=

1

0
)( dtteA t f ……①とおくと,  

xAex =)(f ………② 

①②より, ò=
1

0

2 dtAeA t [ ]102

2
1 teA= )1(

2
1 2 -= eA  

よって, 0)3( 2 =- Ae から 0=A となり, 0)( =xf である。 

(2) xdtteex tx += ò
1

0
)()( gg に対し, ò=

1

0
)( dtteB tg ……③とおくと,  

xBex x +=)(g ………④ 

③④より, ò +=
1

0
)( dttBeeB tt ò +=

1

0

2 )( dtteBe tt  

  [ ] [ ] ò-+=
1

0

1

0

1

0
2

2
1 dteteeB ttt )1()1(

2
1 2 --+-= eeeB  

  1)1(
2
1 2 +-= eB  

よって, 2)3( 2 =- Be から, 
23

2
e

B
-

= となり,  

xe
e

x x +
-

=
23

2)(g  

 

［解 説］ 

参考書の例題として採用されそうな定型的な問題です。 

 


